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はじめに

わがド;1の私有林の大部分は，農業経営者の所有しているものである。

しかも， 1~10 mJ歩というノj、面積の所有者かほとんど全部であり，経営主体である農業部門と L 、つ L 、つ

な国で関連を考えながら計画をたて，実行していかねばならなし円

こうした制約に立脚しての経営計画のたてかたについて，まとまった考えかたを明快に論じたのは， fJ

内晃:私有林経営計画に関する研究(第 1 報)ー林業試験場研究報告第 80 号ーであろう 3

筆者は民有林の経営改善の手はじめとして，高知県のー農家について，経営の実態分析とこれにとも，三

う改善計101jを試みたので，ここに報告する二

とりまとめるにあたって，前司大内氏に校閲していただき，また同氏の論文と，桑原正信・貝原主主介・

現代の農業経営(富民社)に負うところがとくに多かった。調査にあたっては経営研究室の佐竹和宍宥ι

協力していただいた。ここに感謝の意を表すると

1. 調査したM家のあらまし

調室したM家のある欝原村は，高知県高岡郡の西北部を流れる四万十)11の最上流に位置し，峻険な山岳

に抱かれている。標高は 200~1. 400 閉，面積 247 平方 km ， 耕地はわずかに河川|の周辺台地に点在する

ていと。で，ほとんど山林，草原地帯であり，まず典型的な急傾斜地山村である。

したがって，全般的にみて，交通が不便であり，その延長を必要とする地区も多く，あまり交通には/J.、

まれていない「

広大な材:産資源を有し，その生産額は大きく，主として，須崎，高知方面ならびに宇和岳，八幡浜へ輸

送されているが，いずれも遠距離のため，その条件はひじように不利な現状にある。

(1) 高知支場経営研究室員
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人口は 1 万名あまりであり，その 81% は農林業に従マn している。

つぎに産業の概況について。本地域の 97% は急傾斜地滑であって，その一部を当地方特有の代替畑と

して耕作している以外は，ほとんど山林・草原地滑となっている。したがって，いっぱん農家の主食生産

は自家消費ていどのものが多く，経済収入の大部分t土木村，木炭，シイタケ， ミツマタ等の林産物に依存

している現状である。

良家の大部分は，林業またはその他の業種を兼ねていて専業戸数はきわめてすくない。多くの山村農家

の例にもれず，多角['!'-1な農業経営をおこなっているけれども，多くの労働力を必要とする守司令iこ収益がす

くなしさらに経済収入をはかるために，製炭・iJj磯ぎ等に従事しているものも多いc 完全失業者ば比較

的にすくないが，農家人口のなかには，かなりの潜在失業者がある。

いっぱん的にみて，この村の経済発展の方向は林業部門に依存するようになると思われるのである。

調査したM家の経営形態は典型的な農林複合経営で，農地 1 町歩，山林 21 町歩，ウシ 2頭，ヤギ 1 頭

等を有する，当村では経営規模の大なるものに属するといえよう。労働力の大部分は農業部門に投入して

いるが，資産の大部分は林業部門にある C 最近の木材高に刺激されて，今後大いに山林を活用しようとす

る意欲に満ちて L 、る

2. 労力の調査

家族労作経営における労力は，資本家的経営における労力と異なれあまり労力を必要としない時期と

か，あるいは収入をあまり産みださないていどの労力でも，労力の維持のためには毎月ほぼー定の支出を

家計部門に注がなくてはならなし、。

それゆえ，労力の利用法の巧拙・量・質のていどは，ただちに経営の内容に重大な影響をおよぼすの

で，農家の家族労働力の農業生産への参加のしかた，労働力の年間配分状況と過不足，および調達の問題

について調査することが，経営分析の第一歩となるけ

M家の家族の構成状態と労力の授下状況は第 1 表のとおりであるが，このほかに. 22 才を頭とする 7

人の家族があり，うち 1 名は東京に遊学中である。

労i輔E力は労働の質の比率である。つぎの一例は. 20 才から 49 才までの能力を 1 としてみた場合の他

年令のものの能力比率である c

第 1 きそ家族の構成と自家労力の投下状況
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能力の換算表11

年令陪 PJ 女

16 ~ 19 0.8 0.6~0.7 

20 ~ 49 1.0 0.8~0.9 

50 ~ 59 0.8~0.9 0.7 

60 ~ 69 0.7 0.5~0.6 

70 以上 0.4 0.3 

(備考) 1 戸のうち，女子労働従事者 1 名は

家事その他の付帯労匡詰をみこみ. 0.5 

とする
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したがって，労働換算日数は農業従事日数に労働能力を乗じて得られる。わたくしの場合，妻の労働能

力は実状をみて 0.7 とした。

このほか，農家では事務職員・大工・左官・閥店・林産物の採取などの兼副業に従事して収入を得るこ

とが多いが， M家の場合冬期にモミスリ脱殻に 31 日従事している。

この労力をどのように農業経営の各部門に配分しているかを知るこ主は，家族の労働報酬を部門ごとに

知り，各部門の企業経済和制又益を明らかにし，経営の巧拙を知る上にはなはだ重要なことなので，農業簿

記から拾いだした作業別の労働日数を整理ーして，検討してみよう(第 2 表)。

産

第 2 表 部門別の労働量の配分(単位日〉
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この結果からみると，耕種部門に 60% と L ヴ圧倒的に多くの労力を傾注していることが分る(これに

ついで山林部門の 18%，養苔部門の 12%，もっとも授入労力のすくないのが特産部門となっている。

つぎに月別の労働配分状況を部門ごとにみると，第 1 図~第 2 図のようである。これでわかることは，

山林部門を持つために，年間の労力の配分が平均化され，狭義の農業部門だけの経営方式にくらべ，自家

労力の完全消化にだいぶ役だっていることがわかるr

市:11門ごとの労働単位当りの収入については，あとで検討する。
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第 1 図 月別の労力配分状況
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第 2 図 月別の労力配分状況

(自家+雇傭〕
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財産の構成3. 

農家の財産としては， 固定資産(土地・建物・大動物・大航物・大機具)，流動資産(未販売現物・購

流通資産(現金・貯金および貸付金・入現物・中間生産物ー現物;小植物・小動物・小機具-i~現物)，

未収入金・講および保険金・出資金および有価証券〉があるべこれらの年度始めと年度末におけるι刑Iiiを

なすことは，実態制流の第一歩となるハ

産

M家の農林用固定資産の主なるものは，農地 1 1ll]"歩，山林 21 旧þ'Jぇ，建物 3 移!! 48 坪(家計部門をいれ

ると 6 棟 91 坪)，立木 5 ， 600 石，汐シ 2 頭，ヤギ 1 Iíl{，農尚Jl等である η これらの年度始め左年度末と

資Fふー­

ﾆ. 固( 1 ) 

における見積り評iIIli加を郎門別に計算する必要ヵ:ある J

地土a. 

土地は農業経営の基盤をなす重要な要素であるので，できるだけ確実な数字を把握するミとが肝史であ

る J

部門の分けかたにはいろいろ考えられるつたとえば， ;kfrìl' 琉菜・果樹作・特用作物・養蚕・飴災・餐

豚・養鶏・山林等、わたくしは調子f農家の実状よりみて， j同種・特!キ・養蓄・山林の 41部門に分けて調子t

地価の評価にはし、ろいろ考えられるが，部門聞の比較や経営外部との比較をするのに時illli評伽lでないと

公正な比較ができないのにかんがみ，時inITによった(第 3 表)
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第 3 表
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同企面積を 2 ('I;!1以 kで利用するとき(たとえばスギ・とき、ツマ空土 i-:作円以外のものに( )を{、j し

て芯したー

b. 建物

建物について制作したところ，当~ -l表のようである。

第 4 夫ー 建物の派，-11:

種 H 建築年度 1,y: 数 新築 (11Ii格 経過年数 織の耐灯昨数|総耐m年数
rv 円 イド 年 年

母屋1. 明. 42 20 500 ,000 ﾆ7 3 52 

グ 2. RF{. 23 之 D 800 ,OOJ 月 10 '18 

WJ 屋 l 大、、 30 150 ,000 /:...: 守 n 52 

ρf='l 、 庫 大 5 12 240 ,000 ~， ) 10 50 

乾燥場 日百. 20 6 100 ,000 11 30 

使 I好 1げJ. 12 ο ぺ 30 ,000 ~7 5 52 

計 2 , 120 ,000 

ニのが~ í宅で耐周年数を決定しなければならないが， -れについては，段林省農林経済同統計調子l'Îmで発

夫ーした，農業用消却資í!iその耐周年数表および伐存(il日額率表(昭和 29 1j三 11 月 1" を参考にL. 実状を加

iI;jミしてきめた r

さて，建物は怨築後に減fIIIi消却をfι{fおこなってし、くコ

1 年の消却額l土，調達f1l1i (現在，同じ構造，同じ質のものを新築した場合の見積り鋲j 廃棄組(到達

f1l1i の 10%) /総耐丹J年数，であらわされ，この数値に明経過年数を采じたものが減fllJi消t，'fl済額て、ある一

これを調達何からだし引L 、て，年度始めの制li絡が計算され，これから 1 年間の消却額を差し引L、たもの

が年度末の制li俗であるコ

これらの建物のirl!i絡を郎門別に分けなければならないへ糾量は義市部門，会庫は HÞ種部門にのみ使用さ

れるが，乾燥場は特j]主と耕種の阿部門で使用するので， これは阿部門の i1f: /H総額に案分比例 (265 ， 000 : 

62 ,600 = 81 : 19ー第 11 友関連)して掲 kした{母萱 1 ， 2 と便所l土経営用としては使われないので，こ

の減fIIITrf'j却額は家計費の-!'fll として li，)J-_する 汁算の過程はつぎのとおりである

主主物の評価の i品科
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物動大C. 

これを部門別に整到するとつぎのようになる。

養子省部門に属する動物には，固定資産に属する大

動物(ヒ Y ジ・プタ以上の大きい動物)と，流動資

産に属するノj、動物「ニワトリ・ウサギ・ミ、ツバ千・

コイ等〉とがあるが，便宜同時に調査したι

家蓄の場合l土，幼者は育成時fftfiで，成苔(ウシ・

始 i 年度末

円円
青r. I 779 ,010 I 754 ,840 

種 128 ， 600 122 ,500 

産 14 ， 400 13 ,980 

者 122 ， 820 115 ,030 

林 01 0

計 1 1 ，oωω 1，∞6.350 

度年門部

家
耕
特
養
山

ウマとも 3 才〉に注してからは，年々一定の減側YI'l

会fJ額だけ減少するとして評価するこ

文献のの p. 219-220 に家音のこの調貨の場合の耐周年数と残存(rllj格は調査農家の実状によったc

耐周年数と残存比率が掲げてあるので， t 、 L 、参考になる。

調 f干した結果は第 5 表のようになる c

査i

|片性別川1 年怜令 |直要 入荊吋吋期MIト入手価吋格判( 官曾需 l陣z錨鵬需鵠悶語劇帥(惨輝蹴雪鵠蹴語翫齢詰踊矧毒割淵l陣阿ぎ槻問認総捌5持矧品割|同詰伊度腎喜
1 円 1 1 円円i 円|円l

黒毛和牛!メス 7 1 , ai3ぉ j 105 ，∞01 耕作|札850 山830 I 40 ,020 1 

1 I 1 1 I 30 ， 0∞ 1 札0∞|上記午分娩
ヤ ギ|グ 1 5 カ月 1 昭32 ・ 3 4 ，∞01 搾乳 1 4 ,000 1 ， 0∞ 1 5 ， 0∞ 
固定資産計 i 弘前o . 31 ,000 1 10 ,830 1 九 020

ニワトリ|メス|中ピナi 8 aH31.4 1 ， 600 1 産卵 1 1,600 2 ,400 i 1 4 ， 0∞ 

み 主二 --ι_1王6 ， 4-5~ I 雨戸訓示ふ

考i荷

調。〉者家第 5 表

種二JL;
L-LI 

この表で，増殖および増加欄は， "凶去 1 カ年間の生産物量と，それによる現金収入額を記入するご

黒毛和牛 (7才〕を例にとり計算主去を説明する。 1 年間の減価消却額は，成畜価格 (105 ， 000 円〕から

残存価格 (40 ， 000 円〉を差し引いて，これを耐用年数 6 年で除したもの 10 ， 830 円である。昭和 31 年

したがって年減価i消却済額は 10 ， 830 円 x5= 54 , 150 円。度の始めにはすでに 5 カ年経過しているから，

度始めの価格は 105 ， 000 円- 54.150 円 =50 ， 850 円。年度末価格はこれよりさらに 1 年間の減価消却額を

差し引き 40 ， 020 円となるし

物植大d. 

犬植物に属する当家の固定資産として，耕種部門rこ果樹，特産部門に茶樹・シイタケの楕木・ミヅマ

タ，山林部門に用材林・薪炭林があるC これらの評価をしよう。

樹果1. 

柿が 2 畝， 20 本ある o 1 本の育成仙iが 100 円として年度始めの価格が 2.000 円，年度末 2 ， 500 円で

ある。

樹

今後 20 年間利用できるとして，平均 1 年間に 600 円の収益が期待できる。したがって年度始めの価格

茶11. 
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は 12 ， 000 円 τ 年度末の価格は 11 ， 400 円 3

シイタケの原木• ・
1

・
1

・
3

当家のj菅木が 5 年間使井jできるとしてニの聞の収入額と交問額をl削Ili計算し，原木の官lli絡をまず算定し

た七算定の方式は用材林の評定の方法と同じであるつこのようにして算定された原木価格よれ 既経過年

数の償却額を差し引し、て現在価格としたコ

まず市場{/酎各よりご乾シイタケ 1 貨の年平均市側より，原木 1 石より生JI~ されるシイタケの市11mを算定

するコすなわち，師、木 1 石より生産される乾シイタケの年次別の生産量をu'[往の実行例によって推定し，

これと金利とにより，算出市価を前価に換算，集計して市場価格とするさ

ミの場合， T浦和日計算に用いる金利は年 8 分とし，椅木の使用期間l土 5 年としたそいま，乾シイタケ 1 民

台り 3 ， 000 円とし，栂木 1 石より乾シイタヶ 0.65 貰が生産されるとすると，椅木 I 右当りの市場価格l土

*印は前{而係数である1 ， 481 円となるつぎのようにして算出され，

算

0.8573キ= 129 Pl 

0.7938 = 619 

0.7350 = 529 

0.6806 - 204 

1,481 

計l
 
i
 

h
 x 

x 

ﾗ 

ﾗ 

の市場 //1日

の前

0.05 貫

0.26 質

0.24 武

0.10 民

り

市価

3 ,000 Fl X 

3 ， 000 円×

3 ， 000 円×

3 ， 000 円×

もi行本;j骨

産量

0.05 貫

0.26 

0.24 

0.10 

0.65 

/ él~ 次

づ
ι

内J
4
4
R
U

ふ
l

-
4
ロ

{f 

つぎに，シイタケを生産するに裂する 'h~費を計算するつ事業費;土製作費，運搬費，雑費に分けて身え

るの

まず製作費より 3 シイタケを生成ーするU土，まず伐木して玉切りし，一これをj菌、'4な場所に連鎖してこれ

これには乾~:..種駒を打ち込んで伏せ込む。採取した生シイタケはエピラ上で乾燥して乾シイ空ケとする

士
院

燥用の木炭が入要であるコ乾シイタケ l土選別して容器に入れ，荷作りして 11\荷できる状態となる r

での段階を製作費として考え，これを前向Iiに検貧し，椅木 I 石当りの終費を算11\するわ

各年次の製作費tリょ頁の表のようになる、

これらの製作費を前例に倹!算すると，つぎのとおり，椅木 1 石当り 992 fI l となる

269 ド1

267 円

191 円

168 円

97 円

992 円

0.9259 

0.8573 

0.7938 

0.7350 

0.6806 

290 円×

311 円×

241 円×

22ヲ円 ﾗ 

142 円×

ロ
パ
日
同
司
口
一
日
円
吋
円
口

年

年

年

年

年

計

1
1

ペ
ノ
匂
つ
d
A

せ
に
J

荷作りされたシイタケは，生産地のユスハラ村より消費地の須崎港まで 59 k加の間をトラックで運搬

する。 E味 5 貫のシイタケを重さ 1 貫の箱Mこ詰め，運賃 90 円である したがって 1 貫当りの運賃l土 18

円となるつ
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仕恨の内容 \1年目 \2年目 \3年円州i i 5年目 i
l 円 I P-J! 円 f1î 円

伐木造材ト 117 1 

運搬 I 40 I 
種駒代 I 44 I I 
接種 I 44 I 
伏せ込み 35 

乾燥設備

採取乾燥

備 考

l 入 l 日 350 門 +3石= 117 PJ 

40日円 +10 石= 40 l' j，平均凶 I隊 100 削

l 石当り 80 個， .qt(,IIi 0.55 f' J 

3501'") + 8 干7 ニ 141LJ

350 f'J + 10 干î = 35 pj 

100 

70 I 70 70 
350 I'J + 5 石= 70 門; 3'，ヰイド "1 (士採取国難である

70 から 2 年 f:Jと同級にする，
l 枚 50 f'j, 1 石につき 2 枚を安ーする ζ

2 年 f'fに 0.1 俵， 1 侠 260 円 c 木炭，容器，荷作代の
52 3~5年円は 2 年目の収量に案分比例して算出するし
6 5 貫入り木r:í~ 250 fIJ. 250 円十日投x0.05) = 31LJ 

エピラ代 100 I 

本炭代

容 r.ii f¥; 

者:j -('I' 代

管理費

言1・

26 I 135 12己

3 16 14 

4

0
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1
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A
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フ
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日
u
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U
1
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 勺
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円
U
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1

1

 
内
ぺ
U

円
U

ハ
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1

A

Q

J

 

つ
ム

それゆえ，椅木 1 石巧りのlÌÍîmli計算はつぎのようにして求められる

2 年 日 18 I'� X 0.05 l't X 0.8573 

υ 勾ミ 日 18 I'J X 0.26 質 X 0.7938 

4 主1三 H 18 l' J X O. 24 1ft X O. 7'¥50 

5 年 1'1 !8 I'J X 0.10 質 X O.目的

まj'

1 1 サ

1 1 サ

, I'J 

|サ

9 ILJ 

来ff費として前仰iに換算した山後 '1\ 業費(製作費と運搬費の言[')の 1 "引にうる lool'Jを渇上するに

以上の計!i'l‘の結果を!日 L 、て，シイタケ版木 1 石当りのiJlIi格をつぎのようにして求める r ただし，企業fU

前中を 1 制，利子ネを 0.008，歩どまりを 95% (立木の幹材積および枝条例積の介計にたいする椅本の生

成以合〉とするの

材積 1 評定単IJ]Ji 総街!

:tJ. 1 円 I'J

200 I 130 I 26 ， 0∞ 

数
一
山
山

q
u
 

只
U

係

-
o

石
生
側
円

l

、
，
ノ

n円u

{
1
3
H
ド
一

4

本
り
ー
し

柑
当
産

'j� ，業費(梢*1 石当りう l 
一一!歩1f:り

製作 l 運搬 1. ~m I 許 i

川町 JIJ ， 円
9929i!∞ 1 ， 101 95 

今年度は 2 年目に当るので，原木の評価はつぎのようになるι

a b i c d (c ・ b) e (a-d) e-b 
!日〈木価格|年間消却額 I 1説経過年数 l 減価消却済額 年度始価格|年度末価格

円 l 円年|円円 i 円
26 , 000 5 ,200 i 5 , 200 20 ， 8∞ 15 ， ó∞ 

一一」午一一一一一 千一一一一一一.~一-- ----‘ 

、，~. E7  

lV. ミ ンーマ戸

ミツマダは今後 5 年調，約 150 貨の収穫が期待でさる 1 貰当り!日Î' (IIf! 10 ドj したがって年度始めのf而
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格は 1 ， 500 I']D 年度末でし200 円の何格となるこ

林ltJ材V. 

立本の{r日i格を求めるには，まずその材積を知る必~があるι わたくしの場合，詞貨に時日の余絡がなか

ったため，全林を踏査し，スギ・ヒノキについては材野)j 編土佐地方スギ・ヒノキ林分収穫点~ (_゚B. 27. 

使用した収穫きそば次表のとおりである(尺技法に除算して掲上)。

ギ・ヒノキ林分収穫表

副林木

l 町歩当り

2) を利用し，マ Yは赤松林一般収穫表(大正 9年，山本和蔵調製〕を利用した薪炭林は目測によった、

土佐地方ス

[三戸
平均

胸高|
直径|樹

l 寸|間本
11[ 3.7 I 5.1 ム 353

IV 14・ 8 I 6.2 1 , 728 

V 5.8 7.3 ~ 1 ,335 

V 1 6.8 1 8 . 3 1 ,084 

VU 7.7 8.8 904 

¥1U I 8 ・ 7 I 9.9 782 

II 1.8 I 2.2 山9
llf 3.3 i 3.7 2 , 110 

1'/ 4 . 6 ! 5. 1 1 , 580 

V 5.9 I 6.3 1 ,210 

6.9 I 7 .3 1 ,006 

7.8 1 8.2 869 

8.6 1ι 8.9 765 

この収穫表の数{r点と，令紋別の面積とから倒種別の総材積がわかる〔第 6 表)0

J訂材林の蓄積の計算

IIBT料り幹材積 1 総
有~-，

主・副材木合計

l 町歩、当

本

l 町歩 fi り

令結J

幹材積
数幹材積 j車年

成長長
本 l 石石

本数 1 幹材積

本

本幹材 E責数4: ーさr
I司紋種

2 ,353 717 

1,728 922 ・E

1 ,335 ' 1 , 1 1 5 ~ 

1 ,084 1, 297 

904 1 ,171 

ハU
ζ
d
E
J

勺
4
0
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に
d
R
J
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J
u
r
D
A
ι

石|

Q
U

つ
4

マ
，a
f
o
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393 
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石
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! ,038 
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ハU

つ
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R

J

V
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248 

485 

723 

895 

1 ,031 

1 , 154 

639 t 42 2 ,749 

530' 90 I 、 2 ， 110

370! 124 1 ,580 

204 ! .109 I 1 ,210, 

137 92 i 1 ，∞占ー
104 86 869 

71 

206 

395 

599 

786 

942 

1 ， 068 訓

日
明
日
川

ヒ
ノ
キ
へ
地
位
1

等
)

積
一
石

1, 183 
922 
470 

1,383 
428 
373 
853 

4 ,769 
470 
373 

材

717 
922 

、 723
ﾍ , 115 
1 ,297 
1 , 131 
1 , 471 

企â.::
k貝

mJ 
2.54 

7.00 

1.39 

1.&0 

1 .b~ 

l.00 
0.65 
1.24 
0.33 
0.33 
0.58 

2.54 
14.68 
0.6己

0.33 

国

第 6 表

級|結I 種

l r r 

{ヒ
ス

{マグ y
スギ

裸地
スギ、

ヒノキ
てr 、y

lE 材

キ
ギ

'/ 

グ
グ
ノ

// 

計

o
I
H

川
町

v
m
w
m

〆会、
寸コ

0 
5 ,612 

2.54 
15.66 課計-ノ、

'.1 
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事業費:算定の:t，1;礎

て
材
出
出
出
立

三
日
一
造
小
ト
搬
7

ー
一
木
寄
言
馬
中
ん

F

伐
木
木
ト
位

種
作
搬

業
知
一
巡

i 石当り|
人 l 日賃金 1 経費 1

ド 1 Pl 
570 95 

;18') 120 I 平均距離 200 削

215 I 

20 石 6r)� 30 距離 400 肌 l 日 51り 1 ， 1 Lril4 石

190 ユスハラー須崎問 60 k削

2人 1 組 40 石 1 2 入 l 和1. 800 I 20 

240 

45 

l 人 l 日功科

6 石 1

4 石

計

雑費

合計

これらの数値を利用して，市場丸太11I日絡より山フ亡の仙i l'告を jìf!.J;}ーすると，つぎのとおり

立* Irlli 絡の，1'1;定 ( 1 石当り〕

A 1 
樹種|令紋 i丸太 l 石当り l+np+r

I の市場価格 i 係数

i 円
スギ、 lr 2 , 100 

v グ

yl 

VIl 2 , 130 

¥m 2 , 140 

v. I ム 200

¥1l 1,550 

2 , 100 

主・副
別

王

林
ト
ホ

ヒノキ

マヅ

スギ W
H
V
U
W
叫

m
v
w

// 

2 ,200 

1 ,550 

// 

令
、

J
R
1
 

J
ル
4
1

// 

+: ヒノキ

マヅ

T
判

v
r定勺

ロ悦

j

r

川
a
P
1
8
1
3
4
6
2
7
0
5
8
9
1
A
7
7

つ
「

5
2
3
3
3
3
3
1
A
2
2
2
2
3
2

下
取

←
一
，

L
1
7
9
4
9
7
7

←

5
3
1
i
9
7
3
2

一

E

、

E
9
6
2
7
4
1
i
9
6

一

6
0
9
2
6
6
6

3
H

川

7
8
9
9
0
8
4

一

5
7
7
8
8
7
4

L
l

一
，
一

算
←

l
-

一

-
ノO

一
一

O
〆

3
9
4
6
9
7
8

←
5
6
3
6
9
7
4
B

一

6
6
7
7
4
7
6
5

一

4
5
6
6
6
5
5

一

グ
-
mグ
ヅ
ア
グ

一
口
J

0.836 

7 

B Y 

'j\業費!生産歩合

IJ] 

500 

巧

[11 
763 

836 

896 

940 

983 

865 

445 

545 

678 

763 

800 

836 

736 

415 

上表の取引税は，当村では売買耐li格XO.7X5/100 の算式を採m しているら 副林本の生P(-!伝子rl 土高知情

*1;1，;)で調子仁した値 caH. 31 末〕を準用した

Jf[ 令級以下の立木の評価についてご 幼令林の

場合は材積成長量の測定すら困難であり，まして

市場価との関連ははなはだ稀薄な事情から林分の

;汗側l土容易でないので，これという決め手はない

が，わたくしは便宜lV令殻以上の 1 町歩当りの価

格と 1 年生の造林木の生産原価(下記〕より類推

して，グラフ(第 3 図〕上て、求めたc

" 
グ

グ

, 
// 

グ

グ

0.836 

グ

" 
" -7 

'l 

グ

l 年生の苗木の生産原価 1 町歩当')

苗木 3，∞o 本 X 3 円二九000 円

地掠 10 人 x 350 円 3 ， 500 円

槌付 20 人 x 350 円= 7 ,000 I'J 

下刈 10 人 x 350 円- 3 ， 5∞門

計 23 ， 000 円
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A は製品の市場自Ilí俗であるべ山元価格の算定に用いたúlfi格は昭和 32 年 3 月現在の市lllIîで，つぎの ι お

りである。

太さ

寸
5.5 1'. 

6-7 

8-9 

12-12.5 

グ

高知市における丸太の市場価格 la~. 32. 3) 

等級|ス

込

3 等
グ

2 等 l

3 等|

ギ

|サ
2 , 100 

よ， 150

2 ,250 

2 ,600 

2 ,350 

ヒノキ l マヅ
門|円

2 , 200 1 ,550 

2 ,300 1,600 

2 , 500 1, 700 

4 ,450 2 ， 0∞ 

2 ,850 1 ,800 

~'ì ，前に例示した W 令級の丸太の市場価格を算出すると，つぎのようになるコ

太さ

寸
5.5 下

6-7 

前

VII 令級に属する丸太の市場価格の平均値

|基準
総材積 1

1 単価

石 1 円
433 I 2 , 100 

553 I 2 , 150 

19861  

Idlí 格

額

円 I~J
909 ,300 

1 , 188 ,950 

J ，ωωo I 山8

石当り{illi格
総

この方法により，各令級ごとの市場価格を算定した結果をつぎにしめず。

市場の取引佃i格の算定 (石当り〉

樹 積|令級 l 平均価格
円

スギ lV 2 , 100 

[:17 
VII 2 , 130 

~唖 2 ， 140

ヒノキ V 2 ,200 

マッ!刊 1 ， 550

n(土資本同収期間である。すなわち，事業をおニない，

その産物を処分して事業に投下した資金一一立木代金・{l(;

木造材費・運搬事業費等一ーを回収するに要する期間であ

る〉これらの資金l土製品を処分するにしたがい，漸次同れ

されていくので，この回収される期間の平均がn で， fl な

単位として，ふつう搬出期間の 5-7 割の範囲でがとめる〈

わたくしの場合， 12 月として計算したコ

Pは月利率で，事業資金にたし、する利子である これは

市中銀行の担保付の貸H\利率を月利率に換算したもので，

月 8 厘を使用したっ

r は貫主の収得する利益で，企業家としての危険負担を含むものであるつこれは投下資本にたいする純

利益であるから，皮下資本にたいする比率とするのが原則であるが，計算の便宜上，市場面格にたいする

比率として取り扱う 国有林では社会いっぱんの通念により，営業用に売り払うものには 5-10% として

いるが，わたくしは 10% として計算した。

事業費 B は立木を伐採してからその製品(丸太、}を市場に搬出するまでに要する経費と，これにf.J 悶

して生ずる諾雑費の合計である 3

算定の基礎はつぎのようであるコ
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これらの数伯を利用して，市場丸太耐11格より山元の仙i倍を逆算ーすると，つぎのとおり

立木 úlli 格の，Ni 定 ( 1 石当り〉
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上手廷の取引税。は，当村では売買{J/Ii格XO.7X5/1仰の算式を採用している 同林木の生p(.Jドイrl 工高知常

利、何で調査した値(昭. 31 末〉を準用した:

JT[令級以下の立木の評価にづいて。 幼令材、の

場合{i材積成長量の測定すーら困難で、あり，まして

市場価との関連ははなはだ稀薄な事情から林分の

評(Jlfii 土容易でないので，これとし、う決め手はない

が，わたくしは便宜IV令級以上の 1 町歩当りの仙

格と 1 年生の造林木の生産原価(下記)より類推

して，グラフ〔第 3 図〉上て、求めたこ

タ'

I 年生の苗木の生産原臼li 、 1 町歩肖リ

苗木 3 ， 000 本 X 3 円ニ 9 ， 000 11j 

地掠 10 人 x 350 円 3 ， 500 円

値付 20 人 X 350 円= 7 ， 000 ドj

下刈 10 人 x 350 円 3 ， 500 ドj

計 23 ,000 11j 
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;_r� 3 図 1I[令級以下の立木資!去の評!llIi

( 1 町歩当り〕

;::i: l~][[令級の造林木の評価 l土， 1 年生の造林

*'の生産原iilIT 23 ， 000 円と 1\- 令殺の造林木の

時1IJlî 545 ， 000 円との聞をだいたい複利で増加し

ていくとして曲線で結び，その曲線上よリ，ふ

れぞれの林令に相当する単価を読みとることに

よって行う。

その結果， 1 町歩41 りの s汗!llI i績はつぎのとお

りとなる「

若令紋の評価在ti (1 Ulf)長当り}

I 令紋 70 ， 000 円

160 ,000 ['J 

310 ,000 Jl1 

H グ

JIfグ

年度末の評価額 N を求めるには，年度始め

の許制額 V に年間の成長量の評illlî存IZ を力n

えたものより，年度内の伐保illlîS を悲し 511l 、た

らよいc すなわち N=V+Z-S

わたくしの場合，調査の時点が年度末なので

年度末の評IIJ1i額と年度内の伐ぷIllliを加えたもの

より 1 年間の成長佃lを差し 51ll 、たものを年度始

めの評価額とする方法を採ったe すなわち，

V=N+S-Z 

この式の値を知るには， まず 1 年間の成長irllîを知る必要があるc そのために， 樹種ごとに，各令紋の

主・ MIJ合計の 1 石当りの fìi illliをつぎのよう;こして賞 II\L た戸

令紋別の l 石当り平均佃i

副林木 主・副合計

額 材積!単価|総額 a i b 
| 材積|総紅l

円石円I 石
4Q 5 , 187 68 545 37 ,060 717 

怯j

種

/02 , 240 

令 i ::E林木

級 l 材積 I J判II日総

1 石l 円
lV 1 649 I 763 

V 840 836 

11 l l ，ml 何 9占O ， O'~8

ヒノキ

市
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市
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1,022! 445 I 454 , 790 109 445 i 48 , 505 i , 131 503 ,295 , 445 
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各令級ごとの 1 石当りの価格がわかったら，これと連年成長量から I 町歩当自)の各令級ごとの成長{而が

わかり，総面積当りの連年成長価もわかる 計算。過程はつぎのとおりである

次表でE令級以下の成長i聞は，第 3 閃の当該令紋の評価額より前期令級の評価額を差し引き， 5 で除し

たものを掲上した。

年度末の評価額は，つぎの計算;こよリ;:; .83 1. 690 円となる c

31 年度において 0.3 町歩の山より 50 年生丹スギ立木 320 石を伐り出し. .18 万円を得た。したがつ
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131 年度末)filli 言干一の林材用

級 i 全蓄積・石(全面積・町)抑制lIi (町当り評価額)1 総評側額
円 IlJ

(70.000) 490.000 

(160.000) 222.400 

(310.000) 461.900 

742 877./90 

822 757.880 

887 1.226.720 

933 399.320 

977 813.480 

843 39ゎ .210

445 165.990 

5.269.490 

396.210 

165.990 

|5.831 例

メL

" 
1 I (7.00) 

J[ (1.39) 

11[ (1.49) 

1¥ 1.183 

V 922 

¥l 1.383 

VI! Iω 
1叩 853

キ V 470 

マヅ \U 373 

|スギ I 4.769 

キ I 470 

γ373 

5.612 

ノヒ

『マ

種

ギ‘

/ 

計

樹

ヒ

ノ主、
日

ス

計

て，年度始めの評価額は. 5.831. 690 円 +480.000 円 -121.500 円 =5.890.190 円となる。

林炭薪Vl. 

当家では 2.5 町歩の薪炭林を有している。これはシデ・コナラ・ヒサカキ等を混ずる 20 年生前後の山

1 町歩当り 250石ていどの蓄積を有している。したがって，年度末の芸積で，令級別に表示しがたいが，

は 250 石不 2.5=625 石となるコ売買価は 1 石当り 90 円であるので，年度末の総価格は 56.250 円(=

625 石 X90 円〉となるコ 31 年度の 1 町歩当りの連年成長量l土 15 石として，総面積で 37.5 石(約 3.380

年度始めの価格:工したがって，あるので，家計に仕向けた量が 10 石 (900 円

53.770 円( =56.250 円一 3.380 円 +900 円)となるこ

円〉の増殖額となるコ
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林竹VII. 

反当約 200 東で，山元で 1 東 100 JIL ゆえに 1 反歩当り 20 ， 000当家はマダケ林 0.5 町歩を有している

円。 5 反歩でし000 束三 100 ， 000 円となるG このうち 150 東 (15 ， 000 円}を収穫し，連年成長量は 100

東なので，年度末には 950 東 (95 ， 000 円 1 となるご

以上で大植物の評価は終った l 再帰するとつぎのとおり。

物の評価

度始|年度末
円|円

2 ,000 2 ,500 

34 ,300 28 ,200 

0 ,043 ,96o 5 ,982 ,940 

6 ， 0札 260 6 ， 013 ，ω 

値

年

大

門部

1] 
7て器大e. 

足除!脱空空機以上の大器具は，建物と同様な主jêjl[fi法によって評価するごこの場合の廃棄úllîは零とするつ耐

周年数については，文献 2) p. 212-21-1に記載のものを採用したι

調査した結果は第 7 表のとおり c

査

|経過年数(高品目耐 z
円

50.000 I 2 

考偽=

調

新調時価

の具機犬第 7 表

数!購入年度 i称名

10 8 昭. 29 石油発動機

8 6 2 50 ,000 ググ機穀悦

10 日2 62 ,000 // // 殺見摺L笈

15 14 15 ,000 昭. 30 // 機米精

昭. 32 機1題製 12 

12 

12 

12 

。

。

16 , 500 

13 ,500 // 

'" 
// 1(4 馬力モートル

消去1Iずみ

5 5 。57 ,000 

5.000 

昭. 31 

昭. 14 

計

// 

グ

8 

機

事

トス

荷

第 7表掲記の器具の年度始めと年度末の価格をつぎに評価する c 大部分は耕種部門に属するが，このう

ち製縄機と 1(4 馬力モートルは各部門に共通して使用するから，これは各部門の産出総額(第 11 表〉に

以上で固定資産全部の評価がすみ，第 8表のとおり，年度始めで 8 ， 946.330 円，年度末で 8 ， 859 ， 310 円

となる。

案分比例して掲上する。
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c Id(c.b)le(a-d)1 e-b 
既経過 i 減Ill1i消却|年度始め|年度末

I 年数|ずみ在日|価 格|価格

年/I:J /円 I flJ 
2 10 ,000 1 40 , 000 1 35 ,000 

2 12 ， 5∞/ 37 ， 5∞/ 3 1, 250 

2 i 12 ,400 I 49 ， 6∞!仏400

i 1,000 I 14 ,000 , 13 ,000 

5 ,020 -1 ,600 

1, 190 1,09(1 

900 820 

9 ,390 8 ,610 

16 ,500 15 , 120 

4 , 100 3 , 760 

970 890 

740 680 

7 ,690 7 ,040 

13 ,500 12 ,370 

57 ， 0∞ |45A∞ 

207 , 220 

2 , 160 

1 ,640 

17 ,080 1 

228 ， 1∞ I 195 ，九

1IIIi む
トa

f
H
 

。。

O~ 

b 
年間
消主fJ額

円
5 ,000 

6 ,250 

6 ， 2∞ 

1,000 

120 

100 

80 

780 

j ,"180 

340 

80 

60 

650 

1 , 130 

11 ,400 

22 殺E

円 1
50 ,000 

50 ,000 

62 ,000 

15 ,000 

5 ,020 

1, 190 

900 

9 ,390 

16 ,500 

4 , 100 

970 

740 

7 ,690 

13 ,500 

57 ,000 

犬

a 

11詩人lI!1i格
門市i初、名

。

。

0 

0 

176 ,610 

1,980 

1,500 

15 ,650 

30 ,610 

180 

140 

1,430 

|山60

243 , 120 

2 , 160 

1,640 

17 ,080 

264 ,000 

耕種

産
育
休
種
庖
店
主
川
林
種

計
計

特
養
山
耕
特
養
山
耕
耕
特
養
山

石油発動機

脱穀機

籾摺機

精米機

製縮機

1/4 馬力モートル

種
庄
市
林

松良

一
一
合
ロ

ス
、

、

、

35 ,900 計A 
ロ

年度始|年度末
円 /lJ

物 6;080 ， 260 1 6 ,013 ,6'10 

種 2，∞o I 2,500 

l主 34 , 300 1 28 ，三川
休 6 ， 043 ， 960 1 5 ,982 ,910 

具 228 ， 100! 195 , 740 

種 i 207 ,220 1 176 ,610 

虚 2 ，1ω1，知

者 1 ， 640 1 ， 50む

休 I 1w~I____ _1~， ~50 
8 ,980 ,630 I 

間定資産の評印li 五ii

門

第 8 表

種煩・部

8 , 887 ,510 計

蹟・部

航
機
州
特
山
側
特
長
山

種

犬

っそ

L:>. 
n 

末 11

円
2 ,351 ,600 

1,490 ,000 

1,600 

12 ,000 

848 ,000 

251 ,510 

122 ,500 

13 ,980 

115 ,030 

75 ,020 

75 ,020 

年度始|
円 i

2 ,351 ,600 

1,490 ,000 

1,600 

12 ,000 

848 ,000 

265 ,820 

128 ,600 

14 , 400 

l 之2 ， 820

54 ,850 

54 ,850 

度主f門

地
種
産
占
山
林
物
種
産
立
国
物
志
田

税
特
養
山

J井

特

養

動

養

士

大

建

流動および流通資産(2) 

流動資産としては生淀現物・購入現物・中間生産物・小植物・小動物・小器具等があり，流通資産とし

ては現金・預貯金・有1I11î証券等であるが， -これらの資産の年度始めと年度末とにおける在高を調査するの

ある特定の年度の経営の成果をみるためには，それほど重要ではないのま 7こ，かなり困難であり，t土，
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で，大内Æ.氏の処沌された方法になら L 、 .1 ， うぎのよう hこして処践した。

a 流動資産の手持在高は年度始めと年度末との問に差がないζ

b. 干7・r.ft始めにおける両資産の在高は統計調ihi部の農業経営調査でおこなっている方法， 1 ，1;1定資昨の

i州rllí消却費を除し、た経営費に家族労働の見積額を加えたものの、ド額をもって流動資本とする') ;こよる

この方法で M家の 31 年度始めの流動および流通資産の在高を言1・算してみよう(第 9 茨)，-

門 群

第 9 表流動・流通資産ーの在高〔年度始〕

約F 種特産 l 養苔|山林 計

A 経営費(ì域 illliììυ，IJ貨を除く)

B 家険労働投入量

C 同と見積労賃

門
56.330 

518l:l 

181.800 

D A + C 2 :'07 ,6:'0 

D/2 流動資産評価額 118 ， 820

円
。 .780

Ql 日

, 1,850 

円 l

1,820 i 

101 日

35 ,350 

円
41 , 770 

159 日

55 ,650 

f'� 
109 , 700 

869 日

301 , 150 

41 ,630 37 , 170 I 97 , 420 413 , 850 

20 ,820 18 ,590 48 , 710 I 206 ，何

J二J、 kで M 家の貸!宅全m5が明らかになったーつぎに再帰してみよう

部門別のごf上自と自己資本の配分表 (年度始め)

(i/� 門 計

俳
持
飽
山

種

産

土地および同定
資本見積額

円
1,827 ,820 

52 ,460 

191 ,310 二主

司
、f
 

L
糸
l 白， 909 ， 040

計- 8 ,980 ,630 

流動資本 l
見積額|

円|ドj
118 ,820 1,946 ,640 

20 ,820 73 ,280 

18 ,590 209 ,900 

48 , 710 6 ,957 , 750 

之06 ， 940 9 , 187 ,570 

4. 産出額はいくらか

前に， 1司定資産・流動資産・流通資産に分けーて農家の資産を評価した=これらは農業経営の l格態調子tで

あるが，今度はこれらのものの 1 年間の動きによって i摩川された額について検討してみようこ

f2家の資産のうち，同定資産は宅地m役が省力として消費され，その生活iこ役だっニまた他の一部は他

の生産財とある組合せのもとで結合して生産物を形成し，生産されたものは，あるいは家計に仕向けて沼

費され，販売されて現金収入が得られ，ある~ ，~土 1 経営内で杷桝・飼粉・原材斜として消費されてつぎの

生産に役だっ。その流れは第 4 図のとおりである二

流動財としてあげられる小動物や小値物は他資源のたえざる使用によって生産物を生じ，これは市場に

たいして販売され，一部は家計に仕向けられ，一部は残っている二また，流動対のあるものほ緑肥や堆胞

となり，経営内で自給源となるものもある(第 5 図L

つぎに‘疏通財の動きをみよう(貸付地からは地代がはL 、:) ，経営外部での働きにたいして労賃を受けと

る 生産物は販完され，その代金がlれ、ってくるうは L 、った金は預貯金となり，株や債券となるミ
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第 4/gl 固定財の流れ

(現代の農業経営 p. 34') 

第 5 凶流動財の涜れ

(現代の農業経営 p. 35) 

このほかに，固定資産としてあげた樹木や果樹や家畜の成長は営利経済の財の在高に変化をおよぼすも

のである。この原因を増殖とよぶ。これも!iEUI額のなかに入れて計算するc

それで各部門の粗収益を調査するにも，販売・家計仕向・自給(以上の計が所得的総収入)の金額に増

殖したものを加えて粗収益とする。

つぎに当家の粗収益を 4 部門に分けて掲記するぞ

農業粗収益表 1 

主一一円7-I寸数量

売 12| 。 :z

家計仕向

固定資産増殖

中間生産物

ﾂ 
口

小計

米

麦

キピ

サツマイモ

大豆

ノj、計

果樹

米

麦

キピ

ザ γ マイモ

堆肥

種苗

米糠

苗木

小計

計

9石

l石

0.5石

100貫

0.5石

l石 1
1石

l石

700貫

1 ， 600貫

120貰

10 ， 000本

耕種部門

単価 1 金
80 ， 000円

2 ,000 

82 ,000 

10 ,000 90 ,000 

5 ,000 5 ,000 

4 ,000 2 ,000 

20 2 ,000 

8 ,000 4 ,COO 

103 ,000 

500 

10 ,000 

5 ,000 

4 ,000 

14 ,000 

8 ,000 

2 ,500 

6 ,000 

30 ,000 

79 ,500 

265 ， 00つ

10 ， 000円

5 ,000 

10 ,000 

5 ,000 

4 ,000 

20 

5 

50 

3 

∞
∞
 

へ
円
山
へ
ρ

同
』

8
R
J
5

宵
i
2
F
'

'
部
部

種
畜
耕
養

、
1
1
1
1
L

〆
1
1
1
1
1
J

→耕種部門へ

→耕種部門へ

→養畜部門へ

→山林部門へ
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門部産特E 表ー品主収粗業農

備考額

5 ， 000ド1

2 , 700 

30 ,000 

20 ， 0び7

57 , 700 

1，0，0。

3 ,900 

4 ,900 

金価

200円

30 

3 ,000 

167 

単量
一
噴0
0
0

一
ウ
ム

Q
〆

T
L

つ
一

数

7t: 

日

コンニヤク

トロロアオイ

シイタヶ

ミヅマタ

小計

01 

"円目写{

~iZ 

クヤニ
茶

シコ 20つ

1,300 

5 

ο 家計仕向

62 ,600 

計

計メ》、

" 

価!金額|備
10円 10 ，∞0ドj

I 30 ，∞o 
l l ，∞0 
131 ，∞0 

48 ，∞o 

考

門部斉養llf 

単

表

量

益qj( 

数

;rﾉ[ 

I日

業

日

t是

工員 同

家計仕向 個
一
一
明

∞

l
l
 

n
υ
 

-コーマ7 

|→1:1t-種郎門へ7 ,000 5 1 ， 4∞貫 l

同家資産増殖

ノ、

" 

門部今
、対

刊
山l¥-表1~ 収

備考額

1 ， 500円

100 

900 90 

粗業農

金

480 ， 000円

15 ,000 

495 ,000 

午!
ヤギ l

小計 i

中間生産物|厩 肥 i
計|

耐
山

(
 

単数量

320石

150束

日

材

仁T

"" 
素

同工貫

計

竹売販一

10石製炭原木家計イ士向

A、
ロ 495 ,900 計

上記の調査で部門ごとの収益がわかった，このほかに農外の粗収益が，つぎのようにある。

益

種目玉 7 億考
冬期モミスリ脱穀 12 ， 400円 31 日 X400円= 12 ， 400円

収粗の外農

各部門ごとの粗収益を調査した結果をとりまとめたのが第 10 表であるゥ

このように，営利経済の粗収益(粗所得〕を農外のものか農業経営の各部門に配分してみても，それだ

けではなんら意味のないものであるニなぜならば，各部門の粗収益の構成には他部門の力がひじように加
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第 10 表 農業経常組以前の部門別構成

! 所得的総

販 売 i 家計仕向
円円

82 ,000 103 ,000 

5/ ,700 4 ,900 

o 10 ,000 

195 ,000 900 

634 ,700 118 ,800 

町
山

刈
特
養
山

決外所得

合計

門

種
v医
者
林

収人

，[[・

/Cj 

185 ,000 

62 , 600 

10 ,000 

1, 95 ,900 

753 , 500 

12 , 400 

765 ,900 

I +?R 7;;-l,..).... 1- 7'1-:'~-ftn 粗収|増殖および増加|
I.~'""- ~ -'~N'~ I (粗所似
円|円

500 186 , 500 

。 62 ， 600

31 ,000 41 ,000 

o 495 ,900 

31 , 500 785 ,000 

o 12 ,400 

31 ， 5∞ 7Q7 ， 4C コ

わっているものであるから二たとえば， :I'JI種郎門で作った本畷 120 投は養南部門のニワトリの飼料とた

り，畑でつくった苗木 10 ， 000 '，j;;は山林に値栽される J そこで，この錯雑して産 1-1-\，投入されている中間

生産物を時価に換算し，農業粗収益の表にしめしたが，これらの数値をつぎに一覧表にまとめてみようご

産 IH

凶
判
特
養
山

極

Jit': 

~ 

林

投入 1
MI 

中間生産物の投入と産 1 1\

山 計

/.1J 
79 , 500 

0 

7 ,000 

0 

86 ,500 

種 l 特産
/LJ ['J 

8 , 500 0 

o 0 

1 ,000 0 

o 0 

ι500 0 

iをマfT

l勺
11 , 000 

0 

0 

0 

11 ,000 

林

円
30 ,000 

0 

0 

0 

30 ,000 

この部門別の中間生jiÎ"物の金額を組以後に加えると，jiÌそ 11\総額が算 11\ される(第 11 表) • 

第 11 表 郎門別の/;[;: 11: 総覧n

部 門 粗収経(組所得) I fþJ，'円必物産川智i I 産!日総額
FJ /IJ 門

料納| 種 18町5 ， 5印O∞o 79 , 5 ∞ 2お65 ， 0氏C∞O 

4持寺 [1来巨 62 ， 60∞o 0 62乙， 6印O∞O 

1益堅 者 4引1 ，ρO∞ 7 ， 0∞ 4必8 ，ρ00∞O 

山休 4将95 ， 9∞ o 49 

計 1 78出5 ，0ρO∞O∞o 8“6 ，点5叩O∞o 871 ，ρ刈5叩O∞O 

農外所得 lロ2 ， 4∞ o 1ロ2 ， 4∞

合 計 mωωo 8泌札町6ふω，ふ5∞ | 肌9∞

5. 投入額はいくらか

4.. でj宅出額がわかったが， これにたいし， ーこれだけの産 IIi額をうるためには，肥料や薬剤を~詩人し，
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ニれらを経営費と場合によっては労力を万三保したりしなければならない 固定資産の減IilljÝì'í却も必裂だ

し、うハミの経営費にrt~lml*:Ri"物の投入額を力11えた額が投入総額である

31 年度末vこ ~llj入した製品断定とこのうち，L 、ま， I'fl)門別に経営費を調 rt したものがつぎの治決である

1/4 馬)]のモートノL の購入illlì 30 ， 000 門および維費総額 3 ， 000 円は各部門の i相 H総額に言葉分比例した

主;

Jjlj ,-.:_ 28 ,000 fJ J の

王見物 -~~~tがある

ト
J仇
ト

ι

可
J
H
J

n

v

i

R

f

l

 

種

υ品
川

削
村

4
μ
l
p

、
，
a
E
E
E
E
'
a
p
a
E
E
a
-
-
B

，
J

農業経営費 I 排種部門

項 月!品 円数量|単価金額
カマス I.LJ Iサ

l 肥料 20 600 12 ,000 

種 üi 1 ,500 

薬剤J 8 ， 0∞ 

陀俗労賃 137 人 20 ， 0∞ 

光熱・動力 4 ， 8∞ 

!大機 n 9 , 120 

J 維費 910 

l 小計 l5ふ330
i 建物 6 , 100 

大機 Jt 30 ,610 

小計 36 , 710 

! )淵i人へ:EJl物忘給 28 ，∞o 
l 押主 月1": 8 ， C コ0
種 m 2 , 000 

厩~I": I ， ∞o 

小計 45 ,500 

l I払叩

(官j

人

閏定資産の ì'l'í 却
および減印/j

k
k
T
 

中間生版物の投入

11 特産百日門

量|単 1ml 金額;備考
|門 i 円|

0.5 5 ,000 

300 I 2刈o i 
2 , 160 

220 

9 , 780 

420 

180 

600 

農業経営

「i| 品月

"ι" 電

費
一
一
数

計-ノ、
f1 

駒

金

費

計

物

計

10 ， 000個

8人

工民

種

扇i

大

維

建

大

合計

保i 賃

機人

間定資産のIi'j 却
および減価

1'1'11 

機

考

10 ,380 

門

金額備

円
1 , 650 

�70 

1 ， 82 コ

部1II 主主 音

数量単価

円

費営

E 

費

計

経

庁

機

農業

大
雑
小入

項目

購
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考

きづイコ門自l主
国

養

円

111 

50 120貫

回定資j)f:の減{而
および減少

rj~llfJ生成物の投入

考

門

金額|備
f'l ! 

2 ,000 

17 ,070 

21 ,000 

1 ,700 

41 ,770 

59 ,210 I 

1,430 

60 ,640 

30 ,000 耕種部門より

132 ,410 

首毛

向i

3 I 

商

大

lUf 

雑

大

大

中間生産物の投入 | 苗

林山lV 費営経

目

|数 量|単1Ijfi i 云一五 1~瓦
7 ,790 

10 ,830 

140 

18 ,760 

o I ~耕種部門より
6 ，∞o :) 

11 ,000 

川80 I 

項目!品

!建物
1 大動物

!大機共|
小計 l 

雇傭人へ現物支給 l

米糠|

小計 i

作計 11

:従

機

的賃

設

仁T

ロロ

入

エ同

J!II'J 

航

機

木 |10 ， 0岬|

I 計

固定資産の減価
および減少

i込
仁1

このように各部門ごとに算 1[\ した経営費を部門別にまとめてみよう(第 12 表)。

営費 l 中間生産物 l 計
円|円|円

93 ,040 45 ,500 138 , 540 

10 ,380 0 10 ,380 

20 ,580 11 刈ol 山80
102 ,410 30 ,000 132 ,410 

226 ， 410 札5∞ 1 312 ,910 

o|o  
|86， 5∞| 
|o  
|札500 I 

部門別の投入総額第 12 表

農業経

種
産
畜
林

刺
特
養
山

計

。外農

312 ,910 226 ,410 計ぷ三、
口

42 ,400 42 ,400 税

355 ,310 268 ,810 計正念
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6. 部門別の純産出額はいくらか

まえ;こ， 4. と 5. で 1"H5門別iこ淀川傾と投入額を検討したコこんどはこれらより，純産山額を計'0: して

みようつまず悦を一応除外して考えるコ第 13 表は第 11 表と第 12 表と Mこより計算したものである合

第 13 表 部門別の純産出額(税を含まない)

一
郎
一
耕
特
養
山

|産 le 総額|授入
jJJ 

265 ,000 

62 ,600 

48 ,000 

495 ,900 

871 , 500 

: 2 , 400 

門
一
種
産
省
林

額

j
 

H
r
o
o
o
o
o
 

Aム
仙

4
8
8
1
1

0
市
亡

J
n
J
R
d
4
9

,,,,, c
o
n
u
-
-

勺
〆
』
ウ
ム

つ
υ
1
1

・
つ
]
》
つ

υ

唱I
l

l
a
-
-
η
ο
 

農外

合計 l

脱|

総計 883 , 900 

883 , 900 

0 

312.910 

42 , 400 

355 , 310 

差 91

p~ 
126 ,460 

52 ,220 

16 ,420 

363 ,490 

558 ,590 

12 ,400 

570 ,990 

528 ,590 

ここで租税をどのように取り倣うかが問題となるつこれは悦淑によってちがっていでかなり問題がある

が，ここで、は部門別の純j!tl l!額の比率:こよって分割することとするコ第 13 表カミらまず農業経営と伐外lこ

れwさせる税額をきめる、それには，農業経営部門の計と農外の比率(農業経営 97.8 %，農外 2.2 %) 

.こよって税額の 42 ， 400 I'J を農業経営費のわ、犯 41 ， 470 円と，農外負担 930 円と i二分けるとその上で， t2

~~終管れfl1額をつぎのように第 13 炎の各郎門ごとの差引の比ネlこよって部門別に分割する。

郎門別の租悦分担j

l'鋹S 門 fと ヰt 利{ 科t 額

|サ
初| 種 22.6 9 ,370 

特 !卒 9.3 主， 860

主主 -t 4E2S ‘ 3.0 1,240 

山 材 65.1 27 ,000 

100.0 41 ,470 
(97.8) 

農 外 (2.2) 930 

ノl二斗1 計 (100.0) 42 ,400 

こうして各部門にたし、する租税の分担額が定まると，第 12 表の税引前の経営費にこれを加えるコそう

するとつぎのように部門別の農業経営費がでてくる。

この経営費に中間生産物の投入額を力flえると，真の投入総額がでてくるさ

第 14 表は農業経営の部門別産出総額から部門別の真の投入総額を差し引し、た額，すなわち，お門別の

純産H~額をしめすc
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門|

烈|種 i
特 Pr
一一|
宝tτ"ïi

山林 i

i
 

H
 

f
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，':/í 門別の J1~k Ji: 経営~It

一
部
一
緋
特
美
山

門 ( 削i TJÎJ 経営費| 租
門 l

93 ,040 

10 ,380 

20 ,580 

102 ,410 

226 ,410 41 , 470 

，f~ 

/'j 
9 ,370 

3 , 860 

1,210 

27 ,000 

農業経営費

/'j 

102 ,410 

14 , 240 

21 ,820 

129 ,410 

267 ,880 

種
庄
市
川
林

言「

第 1 -1炎 lliSr i]別の純i}t: 11 \額 (悦を合む)

低 投 入 在fj ヴペ
m 引i本l-I\総額 一一一一一一ー一一一 一一ー一一一

i 11ミぷ経営費 | 中/tiJ生産物 1 ま1_ C部門別純明日初)
/'j ドj /'j 門I"j

265 ，∞o 102 ,410 45 , 500 147 ,910 117 ,090 

62 ,600 14 ,240 0 14 ,240 48 ,360 

18 ,000 21 , 820 11 ,000 32 ,820 15 , 180 

495 ,900 129 ， 410 札∞o 159 ,410 3ぉ， 490

871 , 500 267 , 880 86 ， S∞ 354 ， 380 517 , 120 

2H 15 ~見 1~)jiS門別;こした農業粗収任から農業経営費をf~i し弓 Il 、た段業経営純収伎である〔この決:こえ中

/ffJ生広物の投入，破 H\加は含まれていない)

第 15 ムー 部門別の伐*経営純以佼

Jr氾 f'J 農業組収益|民業経営費(農業経営純収主主
/ '-J l� J i 可

I#! 在室 185 , 500 102 ,410 83 ,090 

62 ,600 14 , 240 48 ,360 

iを 才、 41 ,000 21 ,820 19 , 180 

l 江 村ょ 495 ,900 129 ,410 366 ,490 

785 ,000 267 , 880 517 , 120 

む(~ u 炎の純広!日街[ 517 , 120 I'Jは第 15 0;，廷の純収位に等しい J そこで，部門別の純産l1l額を阪大にした

場合に，操業経営の純収益が最大になることとなる。また，部門別の純局(，:1/'，額のイf言[・;土，各11日門別の純}ij~

tl \額をそれぞれ極犬ιした場合に阪大となることも明ら方通であるー

当家の所得約 50 万円のうち，収入の 7 苦手jを山林部門から得ている c 農業部門だけではかなりの労力を

注ぎこんでいるにもかかわらず，家計の維持が困難であることがわ方通る J

以上のような部門別の投入総額と産出総額の関係を図示すると，第 6/却のとおりであり，山林部門が産

1:1:量が絶対抗こ多いこと，耕ト種部門がついで産出量が多いけれども，投入量もそうとう多いことは注目に

航する。これらについては，あとで家族労働の投入と部門別にみた労働報酬について分析するc

このような関係をわかりやすくするために，部門7.JUの広LH総額にたし、する投入総額の割合を次表にしめ

す二
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部門別にみた，j)(出総額に

たL、する投入総額の割合

去を:投入管i の;切介

55.8% 

22.7 

68.4 

32.1 

40.7 

門

耕
特
養
山

種
産
畜
林

部:

白
川
「
t
l
I
L
I
-
-

鴨
川
ソ
門U

円
U
A
U
n
U

d
p
h
u
n
μ

日
目
円
一
-
」
円
リ

J
4

産
品

計
10 

。

各部門の産出総額を 100 とすれば，各部門の投入総額養
苔

特
産 はニニで掲げた数字でしめされ， 100 からの茂引額が純

10 
我
入 20 !手 ili額をしめすわけであるC したがって~の割合が小札1

草木
手耳
1聖

さけ屯れIf小さいほど，投入総額にたいして !i(;:川総額が多

いニとをしめすから，いよいよ有利であることを意味す

30 
5円

第 6 図
だから，上表の割合を小さくするとともに，このノj、る

部門の投入総額と産出総額

ざい部門の産 IL\総額を大きくすること，さら，ニれ営全体のこの割合を小さく L ， ùt: II'，総額を多くすること

が，経営改善のネライであることになるご

家計費，経済余剰7. 

これより家計費を差し引けば，経済余剰が;[とめられるわ第 15 表で純!ぷ山知は 517 ， 120 円とわかった

当家の 31 年度の家計費はつぎのようであるコ

費
ー

家

計

円
149 , 400 

38 ,000 

27 , 170 

7 , 400 

250 ,000 

58 ,000 

11 ,000 

540 ,970 

物 l 減価消却

円 l'J 
i 争 7 ， 900 0 

o 0 

o 24 , 170 

900 0 

o 0 

o 0 

o 0 

J呂田o 24 , 170 

I見三?と

I'J 
31 , 500 

38 ,000 

3 ,000 

6 ， 5C コ

250 ,000 

58 ,000 

11 , 0')0 

398 ,000 

費目 i 現

食費

被服費

住民費

光熱費

教色育 費

保健，交通，修養，娯楽費

1~f，費

計

したがって，経済余剰は(-) 23 , 850 I'J 主なる つ主り， 23 ， 850 円の赤字であるこしかし，固定資産

のj曽航， r，成価は計算上にだけでてくるものであう，中間生産物は経営内でだけ回転するものであるから，

これを除いて考えると，家計に仕向けができるものは所得的総収入 765 ， 900 円(=販売 634 ， 700 円+家

計 rL:向 118 ， 880 円+農外収入 12 ， 400 円)から，農業経営費のうち購入ilTIT と税金の合計額 152 ， 100 門をffi

L 5/l 、た 613 ， 800 円である、これから家計費の現金，現物の計 516 ， 800 円を差し引し、た 97 ， 000 門が主主
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るので， 31 年度は表面上は赤字にならずにすむが，資本家的経営の立場からいえば，明らカた赤字でゐ

る。

8. 家族労働の報酬

「わが闘の家族労作的農業経営においては，家族労働!土投入であり，同時に産1-1:\である。しかも基オ:ffJ

な生産要素として，経営の各部門に投入され，産/1\ を形成しているわけであるから，次にはこれを検討L

なければならない。・田・・その投入1illî額は農業経営純収伎のなかに含まれ，いわゆる残穏所得とし、う形で見

い 1 1\される r したがって，この家族労値比~入量とその fjlfîNfiについて，農業経営の部門別考察を加えること

は興味のあることとなる3)oJ 

部門別の労力の投下状況については， 2. で明らかにしたが，この側絡はどれだけになっているであっ

うかーこの額は伐問所得であるから，農業経営純収治のなかから分離しなければならないっ

農業経営の純収益は，農業経営に用いられた自己資本の利子，自己所有地の地代，および家族労働報酬

(労銀と企業利潤〕によって構成せられているコだから，家肢の労働報酬をみるためには，農業経営の純

収主主から用いられた資本の利子および地代の見積額を怒し引けばよい。

まず地代から。農業経営に用いた土地価絡は 2 ， 35 1. 600 円(第 8 表〉であるから，かりに年 4 分とする

と， 94 ， 060 円となる J 第 8 表と第 9 表にしめした営利経済の年度始めの財産 9 ， 187 ， 570 円から農業経営

に用いられた土地価lî絡 2 ， 351. 600 円を差し引し、た 6 ， 835 ， 970 円は農業経営に用いた所有土地以外の財産

であるつだから，この績に年利率一ーかりに』分とするー を乗ずれば自己資本の見積利子宮日 273 ， 440 ['1 

がでる。

家族労銀見積釘lは支払った雇傭労銀 1 日 350 円に総労働日数 869 日(第 2 表〉を乗ずれば， 304 ， 150 円

として算川される。

純産rl\額は第 13 表のとおり 558 ， 590 円であるニニれから先に見積った利子，地代，家族労銀を差し引

けば，残りは:企業利潤であるつこれらの数字で計算してみると，次表のとおりで，この経営は赤字という

ことになる〉

部門別の企栄利潤

子
一一

円
。

和
一
斜

一
つ

υ

本
一

D

資
一

額

円
0

1
1
0

ノ

川
日
宍

νno 

度
目

ω

純 地代

円
94 ,060 

家族労働報酬

円
304 , 150 

企業利潤

門
(一) 113 ,060 

この赤字は計算上のものであり，資本利子，地代の利子率により，また家夜労働報酬の単価を変えるこ

とにより，企業利潤は大きく変化することはいうまでもない。

さて，この経営では租税 41， 470 円を負担しているが，これを以上の構成要素に案分されるとすれば，

その案分額および税を差し引いた農業経営の純産出額は次表のようになる(企業利潤には負担させないこ

ととする〕。

次に，利子見積額を !m門別に分割する 3 このため， :.:ti_; 8 表~第 9表より部門別に土地と土地以外の資本
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部門別の純淀川額

工員 資本利子 地 r�: 家族労働報酬
円 円 円

事E 瑛 11¥ 百 273 ,440 。4 ， 060 304 , 150 

悦 Mi 16 ,870 -'，、士可園 、 18 ,790 

税引き純産 11: 鋲 256 , 570 Q一 P、ー、'一ーと、ー ー 十 285 ,360 

に分けて，比率を氏主そのようにして計算する

!'匀5 門 士 地 (比率〕 土地以外の資本 (比率〕

円 i工i

t!1 種 1, 490 ,000 (63.36) 今56 ， 640 (6.68) 

特 iW 1 ,600 (0.07) 71 ,680 ( 1.05) 

3釜 -tt ei 12 ,000 (0.511 197 ,900 (2.89) 

山 林 日48 ， 000 (36.06 。， 109 , 750 (89.38) 

計 2 ,351 ,600 (100.00' 。， 8己 5 ， 970 (100.00) 

計

PJ 
671 ,650 

41 , 470 

630 , 180 

ILJ 
1,946 ,640 

73 ,280 

209 ,900 

6 ,957 , 750 

9 , 187 , 570 

この比率を税引き純JW/I\額に乗じたものを部門別の純産 Hi鋲(第 14 表〕より差し引くと，家校'万'倒~~i

酬が次哀のように 511 1\される。

部門別にみた家族の労働報酬

差引 Mí
ra$ 門|純産H~領卜ー l 

利子見積額|地代見積額 計

円|円|円円
M 種 117 ， C ヲO! 17 , 140 I 55 ,920 73 ,060 

特産 48 ，3ω2， 690 I 日 2 ， 7印

主主 畜 15 , 180: 7 ,420 I 450 7 ,870 

山林 336 ， 490 I 229 ,320 I 31 ,820 261 , 140 

計 I 517 ， ωI 256 ,570 88 ,250 ご山お

差引

(家族労動)
報酬

M ,J1 
45 ,610 

7 ,310 

75 ,350 

172 ， 3∞ 1 

家族労働 I l 目別
日数 i

円円

85 

501 

72 

474 

869 198 

M種1115門には 69% というもっとも多くの家族労働量を投入しているが， 1 人 1 日当りわずか 85 川の

報酬にすぎない 3 かりに利子と地代の見積額を除外しても 226 円にしかならないコ

護者部門は 4 {H$門のうちでもっとも 1 日 1 人当りの報酬はすくなく 72 円である 3

これには中間生産物の厩肥も勘定に入ってし・るのであるから，このような飼いかたはよほど再検討を要

する 3

家族労働報酬が平均値をこえているのは，特産部門と山林部円であるつ

特産部門で生産されたのは，茶・シイタヶ・ミヴマタ・コンニヤク等で，これらは山村的色彩の濃い作

目であるコ投下労力のわりに粗収入が多く，割合手間がすくなくてすむので， 1 日当り 501 円となったっ

これは山林部門の報酬のよいのと相まって，山村奏家の経営のいきかたの一つの示唆といえよう。

山林部門の平均の自家労働報酬は 1 日 1 人当り 474 円という高い値をしめしている一この額は他部門の

場合と同じく利子率によって大きく変動するが，このほかに，も一・つやっかし、な問題がある D それは育材、
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のための自家労働の投入時期と， そのう'1例の成果である itiilL\との間に長期間を必ずる町ということであ

る。 31年度に使われた自家労働と， 31 年度における ilEiI\額との聞には直接の関係がない。もっとも M 家

の山林が法E林に近いならば，ある年度の投入と産 IU とを対応させることは不合EHではないーところで，

M家の山林の令級配位をみると，かなり不法正でこの条件を満足していない それで， 31 年度 1 カ年間

の授人量と産 11\量とから自家労働の報酬を計算することは全く無意味であるとしづ批判もでてこよう r し

かし，あとで改善計lilljで述べるように， M家の山を法正状態に誘導した後の報酬をみると，山林JIii門の報

酬は 1 日当りにしても，絶対額にしても， (也 l部門よリも常に大きし当家の経営の主体をなすものである

ことにt土易~\，、なし、。

つぎに，国民所得の資本~í1にたし、する '，lJ(fをしめす資本所得比率の大きさが資本の 1<]1~きをみる場合の指

襟となるので，この比率を求めてみると， k哀のよう ιなる戸

11日門別の資本所得比ネ

部 門 1 地 1111i +資本|所 得 資本i9í得lt'f;

円 円 ヲ色
彩1: 種 1 ， 946 ， 640 117 ,090 6 

4寄 j!f' 73 , 280 48 ,360 66 

養務、 209 ， 900 15 , 180 Z 

山林 6 ， 957 ， !50 336 ,490 5 

これでみると，山林郁門のlV~~がもっともイ、さい I これは資本的成の迷いカ}らくる、Ij然の州結である

にしても，農林複合経営型の家族経営における山林経営集約イヒへの道が険しいものであることを端的に物

持っている。J"

自家労働の大部分を投入している耕種部門およびミの付随作目である護者部門は規模も技術もすでに固

定しているので，今後は残されたいちばん大きな問題は，総資本の 76%，所得の 65% を ~îめる山林部門

における資本と労働力の活J/j\，、治 3んという二と:こなろう、当家は労働力も豊富にあるし， 2 年後には遊学

rl:tの子弟も卒栄するので，これにたいする教育費も不安となり，資本増設能力:こも ιj，:欠かないようになっ

てくる

いままでの考察は，営利経営部門中の農林ぷ経営だけーを対象としてきたが i 資本投下の途として;土，

~)í"'Ji '!Rの創設とか，証券の購入，預貯金等いろいろあるので，・・・・そのよろな農林業以外の fff5門をも考慮

に入れて検討しなければいけない，・・・・さら:ニ恨本i'l'iな問題として，経営者の考えている経営円擦がどこ

Lあるか，予想!や選好の仕事はどうなのか，といったことをはっきりさせなければ陛絡の異なった投資

の刻J呆を比較判断することはできないこJ"

当家の主人の予想や選好，産出額の現状より入て，経営の改善の主な対象となるのは山林部門であると

いえよう。これについてはっき、に:iíベる c

9. 改善計画をたてるまえに

改善の第一歩は現在のやりかたを誠査し，現状を数字て、適確につかむこと:ニある c この明確な定量的な

認識の段階は一応終った。現状というこちら但uの岸がわかり，改善とし、う彼岸がおぼろ気ながらわかりか
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けてきたのここではその橋渡しとなる Tjj:がらについて考えてみる 改善の 1-[襟は，できるだけ多くの収入

をあげるー一概大所得をあげることに阪大効用を認めるーーニと.二あるようだが，事実はそうばかりでも

ない 「山村には手持資本を効果的に活用して経営の合理化をはかつ，家族の生活水i告をて、きるだけ高め

るとし、う方向;こむかわないで，たとえ自分の生活をきりつめて{，主 f二手作ち資本の効率はいくら低し、も

のになっても，とにかく財陀さえ増せばそれでよいとし、う考えが強い こうした考え方は，山村という閉

鎖耐な，保守的な環境，その人々のもっている防産の大ノj、が社会((j地位の尺度となっている現状，高い所

得の効果的な消費についての制限，といったl'iI:市とは対しよ的な山林のもつ環境から生れてきたものでみ

ろう それゆえ，現状ではー槻に否定できなし、ITÛをもっているよと.こなるのであるが，しかし，山村にお

Jナる i:'Hr'u:r経済の浸透，交通の発注，教育文化活動の普及といったことカ泊り，山村の環境はしだいに近代化

され，ぞれにつれて山村の人々の考え方もまた近代化の方向に向し，より高い効IIJはより高い生活から，

したがって，より高\"所得カ ι らもたらされるというふうに変りつつあるものと考えられる3九

このような事伯から， 1=[擦を同大所得:二おノニととする。経営の技体ι と異なる l つの点は，持続性にあ

るので，この阪大所得も持続性のあるものでなけれlまならなL 、

さて，目標は阪大所得の追求ということに Lて，これを達成する手段L;，~、ろいろ巧ーえられるはずだ}経

営者は人である以上，客観的に考えられるよい手段を実行するまえ a 二，主観的に多くの手段のなかから選

予知'みをし，またi汁函を実行した後のず恕をたてる c

まず.i:ili好から考えてみよト農業者に:土水 H! を作らねば安定;惑を得られなし、ものもあり，他方においで

ある去は似をまげて水II!のなかをはいI'-'! るのを心、どくきら七二のような心即応Jな選好のほかに，経営的

な意味をもっ選好として，虎穴ィこ入らずんば虎児を得ず式の投機が}í;:，選好と，石橋をたたいて渡る式のい

わゆる安全選好の 2 つのタイプが考えられよう

山を利用する場合，スギ・ヒノキを台([えたがるのは，危険より安全を， lljì問よりも家庭生活の充足を第

1 に考える農家の本能であるともいえよう，最近は各地で特用樹・シイタケの栽椛を大いに経営に取りい

れだしたが，これはできる t!.:t高い純以自主をあげようとする，積械的な，あるていど投機的な農家の活ffi\~

舞台であろう。

Mlí: 1土今後は積阪的に山を活用して以入を漸増し，生活を充足させたいとの志向であるので，その考え

をおりこんで改善計画をたてることとする

つぎ dこ渡るべき 2 つの怖の l つは寸'想て、ある 経営者は価格の動きや，需要の変化等をあらカ h じめ考慮

のなかに入れて，設計をたてる必要がある 木材価絡の予想はきわめて困難であるが，需姿の増加を供給

が下|日l るので， 1llli絡はさがることはあるまいというのが見とおしの犬勢なので，一応11m絡は現状維持とい

う前提で立案した。

別の方向から考察を加えてみよう MF":の 4 つの経営部門のうち，耕種，養畜部門は収入，投入労力と

もほぼ固定したものとみて差し支えないご家族の労働日数は，総授入量の 71% を占めているにかかわら

ず， *'11産出額で 25%，家族の労働報酬;こいにつては，わずか 7pb ，こすぎないコ一方，特産部門(シイタ

ケとさ Y マタの生産が大部分で，準山林部門といえる)と山林部門tz，家族の投下労力は 29% にすぎな

いが，純産出額の 759ó ， 家族労働報酬の 93?ó を占めている c このような状態であるから，純企業者的

の立場からみると，耕種・養畜部門(土廃止して，特産・山林部門iニ労力を集中するところだろうが，家族

労作経営では，経営の危険を分散するため，相互に有機的構成をもっナニ数郊門をもつのが，経営に弾力性
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を生じて有利であるし，投民の本能としても食糧の自給iこたL 、ずる観念は根強いものがあるので，簡単に

割り切って，廃止.ずるわけにはいかない。

それで，耕種部門と養首都門の家族の労力はひとまずすえおいて，改善の焦点を特産部門と山林部門と

する。

また，各i郁門にわたって同時に改善する一一各部門の数値が皆勤くーーよりも，変らないものを見つけ

ておいて，変るものをすくなくして，それだけに焦点をしぼって考えるのも事態解決の 1 つのコヅといえ

るので 2 部門は一応固定したのである。

10. 改善計画

現在， M 家には 2.5.:1 Il IJ 歩の州地と，造林地 15.66 町歩， "1:存炭材 2.50 町歩，竹林 0.5 町歩をもって

いる。計 21.20 町歩、

M 家の希望は，概力用材林.ニ切り替えたいとのことであるから， 同地 2.50 町歩をも造林の対象4こす

る。薪炭林は薪炭の供給初i;{ としてだけでなく，積極的にシイタヶの原木の供給源として利用して L 、くっ竹

林は小面積であるので，一応現状維持とする。

まず， I司材林について，造林計商と伐採計画に分けて考察を加える。

( 1 )用材林

a. 造林計. ~IJi 

「造林計厄1)の基本的な考えかた;ニ 2 つある。その 1 は造林可能な林地をできるだけすみやかに造林して

しまおうという考え方であり，での 2 は将来の用材林の令級配置を考慮して，なるべく法Eな令級配置と

なるように，造林をすすめていくと L 寸考えかたである ζ 前者の考え方は，利j閏の極大を追求する資本家

的な立場からみて，造林投資が有利なものであれば適当な方法ということができる。しかし，この方政l土

利潤の極大の実現のためにはよい方法であるにしても，令級配置はいちじるしく不法正になるので，将来

の伐採収入は大巾に変動し，所要資金や労働力もまた大幅ι変動する，このような変動は，一定の資本の

運用によって獲得される利潤の大きさのみが関心事である純然たる資本家にとっては大した問題ではない

であろうが，家族経営では，家計，したがって経営の安定が強く要求されるので，こうした大巾の変動!ま

のぞましくないJ それゆえ，後者の方がより適当な考え方ということになる c しかし，そうはいっても，

安定さえはかれば利潤の大きさはと主でもよいということではもちろんなしまた，間伐の方法や，伐期

を適当に工夫することによって，令紋配置はそうとう不法正であっても，のぞましいとされる程度の安定

した収支を実現することは可能であるから，令級配置にそれlまどとらわれる必要はない。・・・・そこで，こ

のような考え方からして，造林計画の基本的な方針として， a) 年収支の大幅な変動をさげるェ b) 所要

労力は大部分自家労力でまかなえるようにする。 c) 令級配置をなるべく法正に近づけるコ このような方

針で造林計画をたてることにするニ」

a) については， M 家の山林の令赦配置をみると，伐期にL 、たるまで各令級のものがほぼそろってい

るので，伐採面積を伸縮し，間伐木を利用することにより，ほ{王均等な収入をうることができるであろう

くこれについては，伐保計画の項で詳細述べる)。支出の方は苗木代，雇傭労賃である。これが大幅に変動

しないようにする。これはつぎに一括して述べる。
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b ')の所要労力については，従来 M 家で充当している労力の範囲内でまかなえるようにする。いま，

植付けの功程を 1 人 1 日 150 本， 1 町歩 3 ， 000 本植とすると. 1 町歩の植付けには 20 人を要すること

になる。いま .M 家の労力配分をみると， 3-4 月に 42 人を使っているので，約 2 問I歩の植付けは可能

でゐる。植付けがすんだら下刈りを 6-7 年間つづけねばならない。 6 月から 9 月までに下刈りできる日

数は 51 日で，約 5 町歩の下刈りができる c

いま，毎年 2 町歩を造林し，下刈りを植付け後 7 固とすると，経常的に必要となるはリり面積は 14 町

歩で， 140 人が必要となる。したがって，従来約 50 人でことたりたのに，さらに不足の 90 人は雇傭し

なげればならなし、。資金的には 3 万円ていどの支出ですむので，そう問題ではないが，これだけの入を適

期;こ雇傭するのは，必ずしも容易ではない。

いま. 1 町歩の造林を連年おこなうとすれば，下刈りに経常的に受信する人数は 70 人ですむ。これであ

れば 20 人の雇備ですむので実現可能な案であるといえようこ

c) のなるべく早く法正な令級配置に近づける L、ぅ見地からすれば，伐期を 35-40 年とすると，全造

林面積が約 18 町歩であるから，法正な造林面積は年約 0.5 町歩となるこ

このような点ヵ、らも考え，結局 0.5 町歩と 1 町歩の中間ぐらいが適当であろう U

万円
150 

100 

50 

。 10 20 30 40年

第 7 図 間伐した場合としない場合の

伐採収入の利回り比較

注 これは 1 町歩の林地に 10 万円を投資
(土地代 4 万円，苗木代 1 万円，労力費

5 万円〉した場合，その複利計算して増
加する金額と，スギ 2等地の林木の生長

11mを比較したものC

実線は 1 町歩当りの主林木の立木価格の
推移で，点線は年6% ， 7%. 8% の利子

で複利計算したものc

b. 伐採計画

現在，不法正な山林がある場合，生活ていどの漸増が

可能となるように，連年保続的かっ均ír増的に伐採収入が

あげられるようにするためには，久体的にどのように考

えたらよいだろうか。

まず伐期について。第 7 図でみるように. 30-40年生

前後においては，いつ伐採しでも，林木の成長fllfif土 7-

8 分の利回りとなる。現在，割引債券の利回りが 7分3

毛あまり，社債で 7 分 9 厘 4 毛，貸付信託で 5 年ものが

年 8-10 分. 2 年ものが年 7-9 分に運用できるので，

30-40 年生前後で， どの時期に伐採して換金しても，

引きつづき立木の成長価ていどの利岡りを期待すること

は実現可能である。また，どの時期に伐採しでも径級の

大小による石当りの単価には大差がない等の理由で，伐

採計画をつくる際には，伐採収入の安定等の見地から，

伐期にはかなりの幅をもたせても，それほど大きな支障

はないと考えられる。

現状で副林木の材積の計はがJ 400 石，価格にしてがJ

30 万円ある c この間伐を適当に各分期 (1 分期 5 年〉で

おこなえば，この収入を主伐収入に加えることにより，

総収入に弾力を生ぜしめることができる。この方法と，

伐期の伸縮により，保続と収入の滞曙をはかるように計

画をたてようじ
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さて， M 家の 31 年度の家計費は 7. で述べたように現金，現物， ì成制/i1'門会fl費を加え，約 54 子;/ rJであ

る。このうち， 25 7;円は教育費として今後 2 年間だけの夜 11\ですむ臨時/{Jなものであるので，経常l切な

，z出としては 25 万円を差し引し、たが) 30 万円，ゆとりを見こみ 35 万円あればよいー

よlト種・主主守lf 2 t'aS門より 13 万円あげてい

これにたいし，こ

特産・山林所得を除くと，の家計費をまかなう所得としては，

る。これらの農産物には豊!えlやi111i怖の変動を見こまなくてはならないので，今後の予想所得としては， 10 

そうすると， 35 "J;IJJの家計貨をまカ 1な弓には，山林部門と特f)j~~ 弔万円くらいとみるのが安全であろう

特産部門より 5 万円は収入が見込めるので，山林部門から 20 万門より 25 万円入れることが必要となる

円あげればよい計算になる、このため、こは，石 1 ， 000 門として連年約 200 :行伐採すればよ L 、 c t うとも治J

1 分期には教育費として 50 万円(約 500 石〉多く伐認しなけれ(まならない

現在の生活ていどの維持から 11\発して，漸次生活ていどの向上をはかろうとするとき，伐採量を今後と

のような割合で増加させていったらよいか

いま，伐期を 35 年とすると，現在ある 18.20 町歩の山を 1 分矧に 2.610J 止と 1=18.20+7) すつ機械l'i'-J

ニれ以後は M家の山は各令M~に f:l<;探していけば， 35 年後には現.{l，ある山は一巡伐採がすむこととなり，
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第 17 夫改善計iilii後:の用材f* (スギ)

主林木 i 開林
[ 1 町歩

j I町歩当[総材積;単価 総額 当り総材積単価
l り材積 I ~~[.'.-. ']:'j 1~ -'=F' HllJ ~~e.-" 'J:tR時 i 

|町|石|石円! 円|石石1

2.6 1 1 I 

11  

円

額書き

| 主・副

|材積!

円l 石(

額
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円
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1 ,687 7-:3 I 1 ,287 , 1811 68 177 727 i 128 ,679 1 1, 864 1 1 ,415 ,86C 

2 , 184. 836 i 1,825 ,8241 82 213 751 1::;9 ,963 1 2 ,39711 ,985 , 787 

2 ,699 896 2 ,418 ,304[ 77 200 763 i 152 ,600 [ 2 ,899 12 , 570 , 904 

3 , 201 940 3 ,008 ,9401 66 172. 800 L， 7 ， 6∞ 3 ， 373 I 3 , 146 , 540 

9 , 771 8 ，肌4762lm四 110 ， 533 I 9 , 119 ,091 
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1 ,038 

1 ,231 
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(改善前) 林中11別・令紋別のi国債，蓄積(単位面肢は町，蓄積は行)

受 o 1 11 111 1, V ¥1 VII \111 ま i
- 13 一 一 トー l ー!一一つ l一一一一一
結，1 両 l明間諮問判商|蓄i 面 1 苔間帯面帯|函 i 苔|国|諒 i 商 品

スギ (2.54) 7.00 ' 1 _ 39 

ヒノキ ! 

Q
J
 

A
ｭ-

ー ::;12413831031440518531古 47:
10 お I 3吋 I IωI 373 

l! 日(l ， 1831 ベ 1.3921.241.3830 の…818531182015A12

∞
 

てr ツ l

4 れlょJ、降の 1 分矧の収入;土第 17 c夫のように. \11令被の三七伐収入で約 300 万円，間伐収入で約 60 Jj/'j, 

合わせて 360 万円，主I， ;.::.$(j 70 万円の収入が得られることとなる》

しかし，この築でいくと .M 家の山は若令紋の山が多いので， ~~ 16 表のように未熟な成長量のすくな

い山も伐採しなければなりないようになるので，できれば成熟、こよました山を逐次収穫し，しかも連年収入

が増加するように計耐をおミないたいものであるニしかし，これも一般的には経営者の考え方、たしだし、で

決まることであり， J)!状からムて利岡りは 7-8 分である(第 7/刻)から蓄積を現金化して有利な間航に

ふりむけることも/-分実現可能な方法である

M家では令級の法I五分配、こは長年月をかけてもよ L 、から. .1亙次収入を増加させていきたし、との;与えてあ

るので，この飽旨にそって，伐期と間伐量にi)!jí力性をもたせて， 60年以降にほぼ法王状態になるように伐

採計画をたてた

次頁の表は令紋別の面積， 茶積， 主間伐別の伐探量を各分期ごとに計算する過程をしめしたものであ

る。 5 箇年間の孫積増加的数(土収穫表ーより求めた=すなわち，

令 級 IIf I\~ V Vl VJ[ ¥111 

l スギ
倍数 1

|ヒノキ

1.53 1.42 1.33 1.25 ! .16 

1.49 1.32 1.1� 

たとえば，1r分期 V 令紋の蓄積1， 376 石は 1 分問1\令級の期末若干積 969 石に蓄積増加{汗数1. 42

を乗じたものである勺

これを主間伐別に，商積・蓄積を表示すると，第 18 表のようになるごこの伐採材積をみると，第四分

期まではだいたいにおいて逐次材積が増加しているが，その後は減少し XII 令級以降はほぼ注E伐深量

である 4 ， 000石前後の収穫が得られる状態となる 法正状態に誘導した後は毎分期に同一量ずつ伐訴して

いくのであるから，木材価格の高低による木材収入の多少を平均化でき，つまり木材価格予想の不確実性

に基く危険を分散でき，この点からも好郡合であるう

全分期を通じて， 1\' 令級以上はすべて間伐したこ間伐歩合(工. 1\ 令級が 10% ， V • 9% , \'1• 7%. 

刊→ 596，市→4% ていどであるが，収益の 2 割を占め，間伐の有利なことを物語っている。

主伐面積は 1.24-3.30 町歩におよんでいるつ この大幅な変化は当初の令級の不法正に基そものであ
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第 18 表造林地の国i積・蓄積・伐採量の准移

分 期|現在 1 1 IrrJID; ~ v n , w m ~'x ~ ~ 1m 

面積附 18 ・ 24 18.ml IB--1820 18mlBn18 ・ 20 18 ・ 20 18.20 18.20 18.20 18.20118 ・ 20
M ベ 5 ,9 円 6 , 190 9 ， 4刈訓4羽仰9如01叩

; 1. 2μ4，し2μ4 し 6白5 1し.6出5 2乙.2♂7 2乙.6臼1 2.5回Oα2.5印o 2乙.54 2乙.4羽8 3.3抑Oα↓ 2.刀

l い1 ， 98田3:υ1 ， 95印o 2 , 569 2 ,6“61 3 ， 22あ6 3 ，点店5白56町6' 3 ， 8回B4J1 4 ，点刈5印05 4 ， 1凶63 3 , 加1 4 ， 599吋9ザ'3 ，ρ刈O∞05
6ふωωJ.心必dOωd3d| 6 .Jl B l l 5 3 l 2 4 2 l 0 7 8 5 0 2 1 6 ・6 7 1 8 3 2 8 ・0 5 8 1 8 7 3 8 1 7 6 1 

1 印ol べ 860 950 8∞ 3卯l 何 520 590 5ω 吋 m
1 1 1 

- 1  2 , 4831 2 ， 420~ 3 , 4291 3 ,611 4 , 0261 3 ,946' 4 ,3341 5 ,025 4 , 753' 4 ,361 5 , 0991 3 ,535 
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備考 1) 面積・蓄積は期末のもの

2) 伐採量は I 分期の総量をしめす

31 蓄積・材積の単位は立木石

り，やむを得ないc また，この不法王なため伐期ばV1I~JX 令級におよんでいるヲこのように伐期の大憾

な変動をおこなっても，その単価ljに不利をきたさないことは，農産物の場合とちがった，いちじるしい有

利な点であるつ
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第 18 表の分期末蓄積・面積とを用いて，前に述べた立木資産の評価方法にしたがって，分期間の伐採

収入と分期末の立木資産とを評価したのが第 19 表である《

(2 )薪炭林

当事変では 2.5 町歩の薪炭林をもっている。この一部の資材を利用し. 31 年度に 10 貫の干シイタケを収

穫し. 30.000 円の収入をあげている。企業的にみて，薪炭材の持取よりも，シイタヶの原木として利用

したほうが有利なので，今後は自家用の薪炭材の供給淑として年に 10-20 石利用するかたわら，シイタ

ケ原木の供給源として利用し，年収 20 貫まで増加させる。これに要する労力はミヲマタの逐次減産する

ことによって浮んだ労力をあてる。

原則として，ほぽ成長量だけを伐採していくので，現在の連年成長量 37.5 石の 5 倍 187.5 右(キ

17 ， 000 円〉が 1 分期の伐採収入である。このうち， 20 石を連年家計に仕向け燃料とする〆この 1 分均内

の収入は 9.000 円，残りはシイタケの原木とする c

竹林は連年成長量 100 東 (10 ， 000 円)を連年収穫し， 1 分矧で 50 ， 000 円収穫することとする c

( 3 )特産部門

従来この地方は造林地を伐採すると，その跡にミツマタとスギを同時に槌栽し. 10-15 年の問に 5 [i:lJ 

ほどさヲマダを収穫し，長伐期を要するスギの収入のはいるまでのヲナギとしていた。 ミヅマタを作る

と，土地を耕起するため，林地の物理的条件がよくなり，一石二鳥である。

自家労力の多いときは，ミヅマタもスギも山の所有者が航殺するが，余剰労力のないときにはさヤマタ

は希望者につくらせ，収穫物は植殺した人の収入となるじ

スギ、の植栽はていねいにおこなう必要があるため，所有者みずからおこなう場合が多いc

M 氏の場合， ミツマタの栽培は自家労力を利用し， スギの間作としてつくってきたものであるが，今

後は逐次減らしていき，余耳目j労力はシイタケの栽培に向けてし、く」作りたい希望者があれば，作らせるこ

ととする。

シイタケは，薪炭林の項で述べたとおり，年産 20 買にまで増加する。

コシニヤクは 5 ， 000 円の収入を得ているが，これは女の仕事としてあるもので，いわば小使的なもので

あり，現状維持とする c

11. 山林部門の純収入，所得の推移

前記の造林，伐採計画の実施によって，今後予想される山林部門の収入・支出・純収入および所得(純

産出額)がどのような推移をたどるであろうか。つぎに推算してみる。

これにたいする支出としては，苗木代と雇傭労賃であるが，苗木は自給できるので，雇傭労賃だけであ

る。これは従来の労働日数でまかなえる見込みであるので. 1 年間でが~ 12.000 円(キ341人 X350 円)-

1 分期で 60.000 円を要する c したがって，山林純収入はつぎのようになる。守畠掴圃一一-一

山林純収入に期初と期末における立木資産額の差額を加えたものが山林所得である。これを計算してλ

ょうご
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山休収への推移 (千I" J)

分期 L 11 1I[ lY 1 V : ¥J \百;川 lX X XI xll 

造林木主伐収入 I ,679ll ， q0512 ， 38112.6∞ 3 ， 108: 3 ,357! 3 , 795 4 ,401 4 ,067 3 ,713 4 ,3991 2 ,804 

グ 間伐収入 3791 355 642i 714 605' 2931 344 394 <144 -122, 373' 397 

小計， 2， 0ば 2 ， 260 3 ,0321 3 ,314 3 , 713 3 ,6501 4 , 139 4 ，問 4 ， 511 4 , 135 4 , 7721 3 ,201 

自家用薪炭生産額 9 9 91 9 9 9' 9 9 :J 9 91 9 

竹~ ~ ~ ~ ~ ~ ~己o 50 50 501 50 

計 LIlt μ19 3 ，叫 3，吋 3 , 772 3 , 709 4 ・ 198 4 ・脳 4 , 570 4 , 194' 4 ,83113 ,260 

年平均知 的 4641 “ ι75 754' 742 仰の1 914 吋吋 652

山林純以への推1'$ I 7jl"J I 

う上 期 131年度 Jl IIL 1¥ V ¥ 1 ¥'11 ¥111 IX X Xl Xll 

事g ~収入 302 331' 371 1 365 320 

年平均額 18 41 45 60 。6' 74 73 83 I 96 90 I ヨ3 1 95 64 

な水資産，山林所得の推移 )jIIJ) 

分 期 31年度[ Jl 111 Ir V ¥ 1 ¥11 ¥1ll IX I X \1 溜

3L.木資産(期末) 601 685 H05 900 989 1, 1421 1 ,082' 1 , 142 引 叫 773 “ 1 794 

立(期木資産間増減内額~ ~ -6 84 120 95 89 153' -60 601 -2051 -!05i -59 -112 13己
山林純収入 48 206 226 302: お 1 31;m  A14l ml-3511413 初却

計(山林所得) 290 346 抑 120 印 305 174: 2刊刊日 365 453 

年平均所得 4よ 58 69 79 84 104 61 95 55 明 71 73 91 

この表のとおり， V分期までは立木t耳障の増加i額が 1 分期間で 84-153 万円に速するので，山林所得は

山林純収入にくらべて， t:.l 、ぶ多くなっているが，その後は立本ピ王座はおおむね減少していき，改善計尚

後l土 1 令級から VII令紋までがほぼ同面積となり，立木資産の増加しただけを伐採する安定した形となる。

その後は 1 分明 360 ,Fj j1J，年平均 72 Jj円の安定した収入ヵ:得られるよう.こなる

むすび

筆者はL 、ままで，高知某の一山村農家について，その経営内符を分析し，主として山林の利用法につい

ての改善計画の樹立について論じてきたし

同時に棲尿村の多くの農家ιついて聴取調査をおこなってきたが，その結果，山林部門では投入した労

力の割りに多くの収主主を得ており，山林の利用を自家の経営iこと・j へれようとする意欲の権りあがってき

ていることを知った それにもかかわらず，計画的な利用法については，主だ主だ関心がうすいように恩

われる
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わが国の良家の多くは，ノj、国積ではあるが， I町国に数倍する面積の山林をもっているので，この種の誠

査と，改善計画に関する研究の重要，~tを痛感する"

今後は機会があれば，農家の所有する山林の経営規模の異なるものにつき，山林利用の諸分野にわたる

経営の改善計幽につき，イ号究してみたい

分析方法についてもさらに検討してみたいとおもっている。

本稿で、は技術的な実態珂貨が不十分であるので，次回は技術的な改普築uこついてさら;..:.深く検討したい

考えである内
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